
運転免許証自主返納
　者優遇制度の拡充を検討します。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・老朽化が進む市管理の駅施設については、包括管理受託者が作成した修繕計画に基づき、長寿命化を図ります。
・幹線道路網の整備では、手賀沼公園・久寺家線の整備を早期供用に向けて積極的に進めるとともに、下ヶ戸・中里 重点プロジェクト３「みんなが安全にくらせるまちづくり」を進めるた
  線外１線の用地取得を引き続き進めます。 め、水害常襲地区を重点的に雨水排水施設の整備・改修を進めたほか、
・下新木踏切道の改良では、残りの用地取得を進めるとともに、ＪＲ東日本と踏切拡幅工事を進めます。 都市施設（駅施設や道路等）のバリアフリー化に取り組みました。
・公共下水道事業は、令和２年度より、地方公営企業法の財務規定等を適用し、公営企業会計に移行することで、経 主な都市基盤整備事業では、道路機能の保全と適切な維持管理、街路灯
  営基盤の強化と財政マネジメントの向上に、より的確に取り組みます。 のＬＥＤ化を進めました。駅施設では我孫子駅構内エレベーター等の工
・下水道ストックマネジメント事業は、ストックマネジメント計画における実施方針に基づき、下水道施設の点検・ 事、老朽化施設の長寿

様

命化を進めました。幹

式

線道路網整備は、手賀

第

沼公
  調査を行いま

１

す。 園・久寺家線や下

号

ヶ戸・中里線外１線の

部

整備を進めました。公

の

共下水道
・下水道の整

運

備は、久寺家１・２丁

営

目地区我孫子第６－１

方

幹線の整備に着手する

針

とともに、引き続き、

・

湖北駅北口地 事業は地

課

方公営企業としてスタ

の

ートし、一層の経営基

目

盤強化に取り組み
  

標

区及び下ヶ戸西側地区

設

、布佐駅東口の整備を

定

進め、下水道の普及に

書

努めます。 ました。下

(

水道整備は、久寺家１

令

・２丁目地区我孫子第

和

６－１幹線、湖
・下水

 

道総合地震対策事業は

2

、マンホールトイレや

年

重要な幹線等のマンホ

度

ール浮上防止の工事を

)

実施しま 北駅北口地区

部

、下ヶ戸西側地区、布

コ

佐駅東口の整備の他、

ー

マンホールト
  す。

ド

イレやマンホール浮上

0

防止工事を実施しまし

6

た。下水道ストックマ

部

ネジ
・水害に強いまち

　

づくりの一環として、

名

水害常襲地区の整備を

建

重点的に進めます。布

設

佐排水区・柴崎排水区

部

では雨水 メントでは実

部

施方針に基づく点検・

長

調査を行い、本格的な

名

予防保全を進
  幹線

南

の整備、若松地区では

川

バイパス管の整備を行

　

います。また、市内の

秀

各地区では、地域特性

一

や水害の発生状況に め

１

ました。以上、重点プ

．

ロジェクト３「みんな

部

が安全にくらせるまち

の

づ
  応じて、応急的

運

な水害対策工事を行い

営

ます。 くり」を推進し

方

、「良好な住環境を支

針

える生活基盤の整備」

(

「総合的な
・既設のポ

予

ンプ施設や排水施設等

算

の定期的点検を行うと

編

ともに、計画的に改修

成

するなど適切な維持管

・

理に努めます。 交通環

実

境の整備」の実現に向

施

けて効果的な事業を進

計

めました。

課コード 0

画

1 課　名 道路課 課長名

策

南川　秀一

２．課の目

定

標（部の運営方針を受

方

けて課の取組方針を記

針

入） 部の運営方針に対

な

する課の目標への取組

ど

結果

○計画的な雨水排

を

水施設の整備改修を進

踏

める。 ・公共下水道未

ま

整備地区の生活環境改

え

善のため、雨水排水施

て

設整備改修
○日常生活

、

において安全で快適に

基

通行できる道路整備を

本

進める。（道路拡幅、

計

路面及び道路施設の更

画

新工事） 事業に取り組

の

んでいる。
○道路機能

分

を確保する維持管理の

野

充実を進める。 ・道路

別

幅員が狭く、車両交互

計

通行が困難な路線も多

画

々あるため、今後も
○

や

誰もが安全で快適に通

重

行できる歩行空間の確

点

保を進める。（バリア

ﾌ

フリ－・歩道工事） 地

ﾟ

権者交渉を進め、道路

ﾛ

拡幅等を図っている。

ｼ

○交通事故の無い安全

ﾞ

な交通環境整備を進め

ｪ

る（交通安全施設整備

ｸ

）。 ・道路施設の老朽

ﾄ

化に伴い効率的かつ効

、

果的な維持管理を進め

所

ている。
○災害に強い

管

まちづくりを進める（

に

橋梁長寿命化修繕計画

係

）。 ・支障箇所の改善

る

構造基準に合致しない

部

歩道の改良と合わせた

の

バリアフ
○街路灯の保

運

守点検強化をしていく

営

とともに、ＬＥＤ化の

方

普及を進める。 リー化

針

を進めている。
・事故

に

多発箇所の改良や交通

対

安全上問題個所の解消

す

は重要な事業である
こ

る

とから早急に実施して

課

いる。
・橋梁の長寿命

の

化に伴い、橋梁の点検

目

や補修工事を進めてい

標

る。
・より一層の街路

へ

灯のＬＥＤ化を進めて

の

いる。

３．課の目標を

取

達成する上での課題と

組

対応（人員の配置、組

結

織のあり方など）

市民

果

ニーズの多様化から、

　

研修等により専門的な

　

知識の習得や人員の増

分

が必要である。

４．原

野

因分析・改善策

（課長

別

） （部長）
市民ニーズ

基

の多様化から、研修等

本

により専門的な知識の

計

習得や人員の増が必要

画

である。 目標に対して

の

達成率が低かったもの

目

について現状を分析し

標

、改善、指標の見直し

を

が必要である

５．課の

考

目標を達成するために

慮

取り組む事務事業

事務

し

事業名（個別事業） 重

て

プ 施策 指標 単位 現況値

、

目標値 実績値 達成率(

部

％) 評価該当 コード

1

の

市道の認定、廃止及び

目

用途廃止 重無 6320

標

1 告示路線件数／認定

を

等路線件数 ％ 100 1

達

00 100 100 現状

成

2 市道２４－００３号

す

線等（妻子原地先）の

る

改良 重無 63201 検

た

討の進捗率 % 100 1

め

00 100 100 現状

の

3 道路用地の管理 重無

方

63202 取得件数(

針

取得額） 円 0 0 0 0 現

を

状

4 開発行為の指導・

記

道路用地の寄付帰属 重

入

無 63201 処理件数

)

／申請件数×１００ %

●

100 100 100 1

第

00 現状

5 放置車両の

三

処理 重無 63202 放

次

置車両未発生率 % 0 1

基

00 0 0 現状

6 法定外

本

公共物管理 重無 632

計

02 譲渡件数／譲渡可

画

能な申請件数 % 0 10

の

0 100 100 現状

7

重

道路愛称の定着化 重無

点

63203 愛称定着率

プ

% 0 100 100 10

ロ

0 現状

8 街路樹の維持

ジ

管理事業 重無 6320

ェ

3 街路樹維持管理率（

ク

病害虫・支障枝等街路

ト

樹育成阻害要因の除去

３

% 0 100 100 10

「

0 現状

9 街路灯の新設

み

及び維持管理 重無 63

ん

202 街路灯補修率（

な

街路灯補修件数／街路

が

灯補修依頼件数） % 0

安

100 100 100 現

全

状

10 道路に関する相

に

談への対応 重無 632

く

01 相談処理率（相談

ら

件数／解決件数） ％ 0

せ

100 100 100 現

る

状

まちづくり」を進めていきます。 ・計画的な雨水排水施設の整備改修を進めた。
　「防災・防犯・危機管理の充実」では、計画的に雨水排水施設の整備・改修を進めるとともに、雨水流出抑制施設 ・道路機能を確保するための維持管理を図った。
の整備促進に取り組みます。「安全な生活環境づくり」では、都市施設のバリアフリー化を推進するため、駅施設や ・安全安心で快適な通行ができる道路整備を図った。
道路等のバリアフリー化を進めます。都市基盤整備事業として、令和２年度は次の事業に取り組みます。 ・各自治会のＬＥＤ化への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化が進
・道路ストックの点検を行い、その結果に基づき修繕を進めるとともに、安全で快適に通行できる道路機能を確保す められた。
  るため、舗装や排水施設等の適切な維持管理を行います。
・街路灯について、各自治会のＬＥＤ灯への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化を進め、完了を目指すととも
  に、令和元年度までにＬＥＤ化が完了した自治会が管理する街路灯については、管理移管を希望する場合は、市で
  管理を行っていきます。
・バリアフリー化・拡幅等により、安全で安心して通行できる道路の整備を進めていきます。
・令和２年度にＪＲ東日本が着手する予定の我孫子駅構内エレベーター等の工事に支援を行います。
・あびバス２ルートで新車両を導入し、引き続き、現行ルートを確保しながら、持続した公共交通となるよう取り組
  んでいきます。
・地域公共交通協議会では、（仮称）シャトルバスなどの新たな公共交通を検討するとともに、



補

数／申請件数 % 100

修

100 100 100 現

重

状

無

26 道路占用

6

申請等の許可・承認事

3

務 重無 63202 処理

2

率（許可件数／申請件

0

数） ％ 100 100 1

2

00 100 現状

年間

27 橋梁長寿命化修繕

で

事業 重無 63202 業

予

務の進捗率 ％ 17 10

定

0 0 0 現状

し

28

て

高野山新田交差点改良

い

重無 63201 交差点

る

検討の進捗率 % 10 2

道

0 20 100 現状

路の

29 道路環境美化の

維

活動支援（アダプトプ

持

ログラム） 重無 632

修

03 団体数 団体 18 2

繕

0 18 111.11 現

工

状

事

30 市道２１

の

－０３９号線（高野山

進

地先）道路整備 重無 6

捗

3201 交渉進捗率 ％

率

5 10 10 100 現状

% 9

31 道路の放射

6

能対策 重無 12201

1

放射線量の基準値以下

0

道路の延長 ｋｍ 526

0

526 526 100 現

1

状

0

32 白山跨線

0

人道橋延伸整備及び信

1

号機の設置 重３ 633

0

01 人道橋の整備手法

0

の検討進捗率 ％ 10 1

現

0 10 100 現状

状

33 中峠・古戸の道路整備 重無 63201 中峠南地区道路整備の検討進捗率 ％ 5 10 10 100 現状

34 土谷津地区の道路整備 重無 63201 業務の進捗度 ％ 15 100 0 0 現状

35 新木駅北口地区の道路整備 重無 63201 検討

1

の進捗度 ％ 5 10 10

2

100 現状

道路パトロール 重無 63202 パトロール実

５

施率　　（パトロール

．

実施件数／パトロール

課

実施予 % 100 100

の

100 100 現状

目標

13 道路台帳の修正

を

重無 63202 道路台

達

帳修正箇所／区域変更

成

等の箇所 % 100 10

す

0 100 100 現状

るた

14 道路境界の査

め

定 重無 63202 境界

に

査定確定率 % 0 100

取

100 100 現状

り組

15 道路情報の提供

む

（台帳、確定図の閲覧

事

） 重無 63202 認定

務

路線等件数＋道路境界

事

確定件数/データ投入

業

件数　１００％ % 0 1

事

00 100 100 現状

務事

16 道路環境の

業

維持(経常的経費） 重

名

無 63202 道路清掃

（

、草刈り業務執行率 %

個

0 100 0 0 現状

別事

17 道路の維持管理

業

作業（土木センター）

）

重無 63102 苦情等

重

受付処理対応の土木セ

施

ンタ－緊急処理完了率

施

（土木センタ % 100

策

100 100 100 現

指

状

標

18 道路管理

単

瑕疵の処理(訟務） 重

位

無 63202 道路瑕疵

現

による事故処理率 ％ 1

況

00 100 40 40 現

値

状

目

19 バリアフ

標

リー歩道改良 重３ 63

値

301 工事完了率 % 1

実

00 100 100 10

績

0 現状

値

20 我孫

達

子隧道の歩道改修 重３

成

63301 対応策検討

率

の進捗率 % 20 20 2

(

0 100 現状

％

2

)

1 交通安全施設整備 重

評

無 63502 交通安全

価

施設工事完了率 % 10

該

0 100 100 100

当

現状

コ

22 我孫子

ー

北口タクシー待機場所

ド

管理 重無 63202 使用料徴収率 % 0 100 100 100 現状

23 道路障害発生時（災害時）の規制、対策 重無 70102 災害時の道路管理瑕疵にかかる損害賠償請求処理率 ％ 100 100 100 100 現状

24 街路灯補助金の交付

1

重無 70302 街路灯

1

設置要望に対する補助

道

申請処理率 ％ 0 100

路

100 100 現状

の維

25 車両制限の許可

持

重無 63202 許可件



進む市管理の駅施設については、包括管理受託者が作成した修繕計画に基づき、長寿命化を図ります。
・幹線道路網の整備では、手賀沼公園・久寺家線の整備を早期供用に向けて積極的に進めるとともに、下ヶ戸・中里 重点プロジェクト３「みんなが安全にくらせるまちづくり」を進めるた
  線外１線の用地取得を引き続き進めます。 め、水害常襲地区を重点的に雨水排水施設の整備・改修を進めたほか、
・下新木踏切道の改良では、残りの用地取得を進めるとともに、ＪＲ東日本と踏切拡幅工事を進めます。 都市施設（駅施設や道路等）のバリアフリー化に取り組みました。
・公共下水道事業は、令和２年度より、地方公営企業法の財務規定等を適用し、公営企業会計に移行することで、経 主な都市基盤整備事業では、道路機能の保全と適切な維持管理、街路灯
  営基盤の強化と財政マネジメントの向上に、より的確に取り組みます。 のＬＥＤ化を進めました。駅施設では我孫子駅構内エレベーター等の工
・下水道ストックマネジメント事業は、ストックマネジメント計画における実施方針に基づき、下水道施設の点検・ 事、老朽化施設の長寿命化を進めました。幹線道路網整備は、手賀沼公
  調査を行います。 園・久寺家線や下ヶ戸・中里線外１

様

線の整備を進めました

式

。公共下水道
・下水道

第

の整備は、久寺家１・

１

２丁目地区我孫子第６

号

－１幹線の整備に着手

部

するとともに、引き続

の

き、湖北駅北口地 事業

運

は地方公営企業として

営

スタートし、一層の経

方

営基盤強化に取り組み

針

  区及び下ヶ戸西側

・

地区、布佐駅東口の整

課

備を進め、下水道の普

の

及に努めます。 ました

目

。下水道整備は、久寺

標

家１・２丁目地区我孫

設

子第６－１幹線、湖
・

定

下水道総合地震対策事

書

業は、マンホールトイ

(

レや重要な幹線等のマ

令

ンホール浮上防止の工

和

事を実施しま 北駅北口

 

地区、下ヶ戸西側地区

2

、布佐駅東口の整備の

年

他、マンホールト
  

度

す。 イレやマンホール

)

浮上防止工事を実施し

部

ました。下水道ストッ

コ

クマネジ
・水害に強い

ー

まちづくりの一環とし

ド

て、水害常襲地区の整

0

備を重点的に進めます

6

。布佐排水区・柴崎排

部

水区では雨水 メントで

　

は実施方針に基づく点

名

検・調査を行い、本格

建

的な予防保全を進
  

設

幹線の整備、若松地区

部

ではバイパス管の整備

部

を行います。また、市

長

内の各地区では、地域

名

特性や水害の発生状況

南

に めました。以上、重

川

点プロジェクト３「み

　

んなが安全にくらせる

秀

まちづ
  応じて、応

一

急的な水害対策工事を

１

行います。 くり」を推

．

進し、「良好な住環境

部

を支える生活基盤の整

の

備」「総合的な
・既設

運

のポンプ施設や排水施

営

設等の定期的点検を行

方

うとともに、計画的に

針

改修するなど適切な維

(

持管理に努めます。 交

予

通環境の整備」の実現

算

に向けて効果的な事業

編

を進めました。

課コー

成

ド 02 課　名 交通課 課

・

長名 井戸　俊

２．課の

実

目標（部の運営方針を

施

受けて課の取組方針を

計

記入） 部の運営方針に

画

対する課の目標への取

策

組結果

・我孫子地区中

定

心拠点へのアクセス路

方

線として手賀沼公園・

針

久寺家線の整備を進め

な

ると共に、安全で快適

ど

な交通環境 〇手賀沼公

を

園・久寺家線の整備で

踏

は、残り１件の用地取

ま

得を完了させ、
  を

え

確保するため、下ヶ戸

て

・中里線外１線の整備

、

を進めます。 整備工事

基

に着手した。
・安全な

本

通学路と円滑な道路環

計

境を確保するため、下

画

新木踏切道の拡幅整備

の

を進めます。 〇下ヶ戸

分

・中里線外１線の整備

野

については、一部用地

別

契約を締結するこ
・Ｊ

計

Ｒ東日本が進める我孫

画

子駅構内エレベーター

や

整備に係る整備費用に

重

ついて、支援を行いま

点

す。 とができた。
・各

ﾌ

駅に設置したエレベー

ﾟ

ター・エスカレーター

ﾛ

、自由通路等の適正な

ｼ

維持管理を行います。

ﾞ

〇下新木踏切の改善で

ｪ

は、踏切拡幅工事を完

ｸ

了し、道路改良工事に

ﾄ

着手
・放置自転車対策

、

と自転車駐車場の適正

所

な管理・運営をおこな

管

い、駅前及び駅周辺地

に

区の放置自転車を解消

係

し、 した。
  安心・

る

安全な歩道環境を維持

部

して行きます。 〇我孫

の

子駅では、ＪＲ東日本

運

が施行するエレベータ

営

ー整備及びトイレ改
・

方

我孫子市地域公共交通

針

総合連携計画に変わる

に

新たな（仮称）シャト

対

ルバスなどの公共交通

す

については、日本大学

る

と 修に係る設計費用を

課

負担した。
  協力し

の

て地域の意見等を反映

目

しながら検討していき

標

ます。 〇通年で適正に

へ

駅自由通路等の維持管

の

理を行うことができた

取

。
・誰もが利用しやす

組

いユニバーサルデザイ

結

ンタクシーの導入支援

果

を行います。 〇運転免

　

許証自主返納のきっか

　

けとしてもらうため、

分

優遇制度を拡充し
・運

野

転免許証自主返納者優

別

遇制度の拡充を検討し

基

ます。 た。
・あびバス

本

を適正に運行し、地域

計

の利便性向上に努めま

画

す。 〇新型コロナウイ

の

ルス感染症の拡大防止

目

対策を行う公共交通事

標

業者等を
・民間事業者

を

の協力による外出応援

考

事業の充実を図り、高

慮

齢者等の移動における

し

交通手段を確保して行

て

きます。 支援するため

、

、感染対策緊急支援金

部

を交付した。
〇自転車

の

駐車対策業務について

目

は、通年で適正に業務

標

を進めることがで
きた

を

。
〇通年であびバスを

達

運行した。
〇高齢化社

成

会に対応するため、引

す

き続き、事業所の送迎

る

バスの空席を活
用した

た

外出応援事業を実施し

め

た。

３．課の目標を達

の

成する上での課題と対

方

応（人員の配置、組織

針

のあり方など）

　施行

を

中の都市計画道路整備

記

事業では、用地や工事

入

に関する事務が増加し

)

ており、事業を確実に

●

執行するためには、
用

第

地事務や土木工事等の

三

専門的な知識を有する

次

職員の育成及び継続的

基

な配置が不可欠です。

本

４．原因分析・改善策

計

（課長） （部長）
概ね

画

年次計画どおり事業を

の

実施できた。手賀沼公

重

園・久寺家線について

点

は、用地買収が完了し

プ

た 交通課事業に関して

ロ

は、地権者や民間事業

ジ

者などとの関係性が事

ェ

業の進捗に直結するも

ク

のである
。下新木踏切

ト

拡幅では、ＪＲ東日本

３

が施工する踏切拡幅工

「

事が完了した。また、

み

下ヶ戸・中里線 ため、

ん

課全体で発生する課題

な

・問題を解消するため

が

取り組んでいくことが

安

必要である。
外１線に

全

ついても用地取得を進

に

めることができた。街

く

路事業については、地

ら

権者との交渉が事業
進

せ

捗の主となるため、粘

る

り強く交渉を続けてい

ま

くことが必要である。

ち

施設整備担当業務につ

づ

いて
は、公共交通事業

く

者や民間事業者と協力

り

し引き続き市民生活の

」

向上に努めていく必要

を

がある。

５．課の目標

進

を達成するために取り

め

組む事務事業

事務事業

て

名（個別事業） 重プ 施

い

策 指標 単位 現況値 目標

き

値 実績値 達成率(％)

ま

評価該当 コード

1 手賀

す

沼公園・久寺家線の整

。

備 重無 63102 整備

幹

進捗率（用地取得率＋

線

工事進捗率） % 81 8

道

8 88 100 現状

2 下

路

新木踏切道の改良 重無

網

63201 契約権利者

の

数 件 0 2 0 0 現状

3 駅

整

施設維持管理事業 重３

備

63403 対応箇所数

、

箇所 5 5 5 100 現状

我

4 自転車等駐車対策事

孫

業 重無 63302 自転

子

車駐車場の利用率 ％ 7

自

1 80 71 88.75

転

現状

5 事業者等の送迎

車

バスの空席を活用した

駐

外出応援事業 重４ 63

車

402 外出応援バス事

場

業者数 事業 10 10 1

長

0 100 現状

6 駅構内

寿

バリアフリー施設等の

命

整備・支援 重３ 634

化

03 当該年度進捗率 ％

計

0 25 25 100 現状

画

7 我孫子市地域公共交

に

通協議会運営 重４ 63

基

402 あびバス・ふれ

づ

あいバス（市内バス停

い

）利用者数 人 231,

た

105 220,000

改

160,327 72.

修

88 現状

8 下ヶ戸・中

な

里線外１線の整備 重無

　

63102 事業用地取

「

得 件 0 9 1 11.11

防

現状

9 新型コロナウイ

災

ルス感染拡大に伴う公

・

共交通事業者支援 重４

防

63402 支援金交付

犯

事業者数 者 21 24 2

・

1 87.5 その他

10

危機管理の充実」では、計画的に雨水排水施設の整備・改修を進めるとともに、雨水流出抑制施設 ど、概ね当初の計画通り事業を進めることができた。
の整備促進に取り組みます。「安全な生活環境づくり」では、都市施設のバリアフリー化を推進するため、駅施設や
道路等のバリアフリー化を進めます。都市基盤整備事業として、令和２年度は次の事業に取り組みます。
・道路ストックの点検を行い、その結果に基づき修繕を進めるとともに、安全で快適に通行できる道路機能を確保す
  るため、舗装や排水施設等の適切な維持管理を行います。
・街路灯について、各自治会のＬＥＤ灯への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化を進め、完了を目指すととも
  に、令和元年度までにＬＥＤ化が完了した自治会が管理する街路灯については、管理移管を希望する場合は、市で
  管理を行っていきます。
・バリアフリー化・拡幅等により、安全で安心して通行できる道路の整備を進めていきます。
・令和２年度にＪＲ東日本が着手する予定の我孫子駅構内エレベーター等の工事に支援を行います。
・あびバス２ルートで新車両を導入し、引き続き、現行ルートを確保しながら、持続した公共交通となるよう取り組
  んでいきます。
・地域公共交通協議会では、（仮称）シャトルバスなどの新たな公共交通を検討するとともに、運転免許証自主返納
　者優遇制度の拡充を検討します。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・老朽化が



業における経済性を一層発揮し、経
・令和２年度にＪＲ東日本が着手する予定の我孫子駅構内エレベーター等の工事に支援を行います。 営基盤の強化と財政マネジメントの向上に、より的確に取り組みます。
・あびバス２ルートで新車両を導入し、引き続き、現行ルートを確保しながら、持続した公共交通となるよう取り組 　ストックマネジメント事業は、優先度の高い施設の劣化状況を把握す
  んでいきます。 るための点検・調査を実施し、修繕・改築計画を策定しました。
・地域公共交通協議会では、（仮称）シャトルバスなどの新たな公共交通を検討するとともに、運転免許証自主返納
　者優遇制度の拡充を検討します。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・老朽化が進む市管理の駅施設については、包括管理受託者が作成した修繕計画に基づき、長寿命化を図ります。
・幹線道路網の整備では、手賀沼公園・久寺家線の整備を早期供用に向けて積極的に進めるとともに、下ヶ戸・中里 重点プロジェクト３「みんなが安全にくらせるまちづくり」を進めるた
  線外１線の用地取得を引き続き進めます。 め、水害常襲地区を重点的に雨水排水施設の整備・改修を進めたほか、
・下新木踏切道の改良では、残りの用地取得を進めるとともに、ＪＲ

様

東日本と踏切拡幅工事

式

を進めます。 都市施設

第

（駅施設や道路等）の

１

バリアフリー化に取り

号

組みました。
・公共下

部

水道事業は、令和２年

の

度より、地方公営企業

運

法の財務規定等を適用

営

し、公営企業会計に移

方

行することで、経 主な

針

都市基盤整備事業では

・

、道路機能の保全と適

課

切な維持管理、街路灯

の

  営基盤の強化と財

目

政マネジメントの向上

標

に、より的確に取り組

設

みます。 のＬＥＤ化を

定

進めました。駅施設で

書

は我孫子駅構内エレベ

(

ーター等の工
・下水道

令

ストックマネジメント

和

事業は、ストックマネ

 

ジメント計画における

2

実施方針に基づき、下

年

水道施設の点検・ 事、

度

老朽化施設の長寿命化

)

を進めました。幹線道

部

路網整備は、手賀沼公

コ

  調査を行います。

ー

園・久寺家線や下ヶ戸

ド

・中里線外１線の整備

0

を進めました。公共下

6

水道
・下水道の整備は

部

、久寺家１・２丁目地

　

区我孫子第６－１幹線

名

の整備に着手するとと

建

もに、引き続き、湖北

設

駅北口地 事業は地方公

部

営企業としてスタート

部

し、一層の経営基盤強

長

化に取り組み
  区及

名

び下ヶ戸西側地区、布

南

佐駅東口の整備を進め

川

、下水道の普及に努め

　

ます。 ました。下水道

秀

整備は、久寺家１・２

一

丁目地区我孫子第６－

１

１幹線、湖
・下水道総

．

合地震対策事業は、マ

部

ンホールトイレや重要

の

な幹線等のマンホール

運

浮上防止の工事を実施

営

しま 北駅北口地区、下

方

ヶ戸西側地区、布佐駅

針

東口の整備の他、マン

(

ホールト
  す。 イレ

予

やマンホール浮上防止

算

工事を実施しました。

編

下水道ストックマネジ

成

・水害に強いまちづく

・

りの一環として、水害

実

常襲地区の整備を重点

施

的に進めます。布佐排

計

水区・柴崎排水区では

画

雨水 メントでは実施方

策

針に基づく点検・調査

定

を行い、本格的な予防

方

保全を進
  幹線の整

針

備、若松地区ではバイ

な

パス管の整備を行いま

ど

す。また、市内の各地

を

区では、地域特性や水

踏

害の発生状況に めまし

ま

た。以上、重点プロジ

え

ェクト３「みんなが安

て

全にくらせるまちづ
 

、

 応じて、応急的な水

基

害対策工事を行います

本

。 くり」を推進し、「

計

良好な住環境を支える

画

生活基盤の整備」「総

の

合的な
・既設のポンプ

分

施設や排水施設等の定

野

期的点検を行うととも

別

に、計画的に改修する

計

など適切な維持管理に

画

努めます。 交通環境の

や

整備」の実現に向けて

重

効果的な事業を進めま

点

した。

課コード 03 課

ﾌ

　名 下水道課 課長名 中

ﾟ

野　伴春

２．課の目標

ﾛ

（部の運営方針を受け

ｼ

て課の取組方針を記入

ﾞ

） 部の運営方針に対す

ｪ

る課の目標への取組結

ｸ

果

〇衛生的で快適な生

ﾄ

活環境を形成するとと

、

もに、手賀沼や古利根

所

沼など公共水域の水質

管

を保全するため、下水

に

道の整 　衛生的で快適

係

な生活環境を形成する

る

とともに、手賀沼や古

部

利根沼など
備を着実に

の

進め、その普及に努め

運

る他、下水道施設の地

営

震対策と機能維持のた

方

めの予防保全を推進し

針

ます。 公共水域の水質

に

を保全するため、下水

対

道の着実な整備と維持

す

管理に努め
＜令和２年

る

度取組方針＞ ました。

課

・令和２年度からは、

の

地方公営企業法の財務

目

規定等の適用により、

標

公営企業会計方式を導

へ

入することで、事業に

の

おけ ・令和２年度から

取

は、地方公営企業法の

組

財務規定等を適用し、

結

公営企業
　る経済性を

果

一層発揮し、経営基盤

　

の強化と財政マネジメ

　

ントの向上に、より的

分

確に取り組みます。 会

野

計方式を導入すること

別

で、経営基盤の強化と

基

財政マネジメントの向

本

上
・下水道ストックマ

計

ネジメント事業は、ス

画

トックマネジメント計

の

画における実施方針に

目

基づき、下水道施設の

標

点検・ を図りました。

を

　調査を行い、下水道

考

施設の健全度合を把握

慮

することで、施設の維

し

持管理・改築・修繕に

て

おいて、従前の事後対

、

応型 ・下水道の整備は

部

、久寺家１・２丁目地

の

区我孫子第６－１幹線

目

の整備に
　から予防保

標

全型への転換を進めて

を

いきます。 着手した他

達

、湖北駅北口地区及び

成

下ヶ戸西側地区、布佐

す

駅東口の整備を
・下水

る

道の整備は、久寺家１

た

・２丁目地区我孫子第

め

６－１幹線の整備に着

の

手するとともに、引き

方

続き、湖北駅北口地 進

針

め、普及に努めました

を

。
　区及び下ヶ戸西側

記

地区、布佐駅東口の整

入

備を進め、普及に努め

)

ます。 ・下水道施設の

●

地震対策は、「我孫子

第

市下水道総合地震対策

三

計画」に基
・下水道施

次

設の地震対策は、「我

基

孫子市下水道総合地震

本

対策計画」に基づき、

計

緊急輸送路、避難路等

画

に埋設されてい づき、

の

緊急輸送路、避難路等

重

に埋設されているマン

点

ホールの浮上防止対
　

プ

るマンホールの浮上防

ロ

止対策工事と災害用マ

ジ

ンホールトイレの設置

ェ

を進めます。　 策工事

ク

と災害用マンホールト

ト

イレの設置を行いまし

３

た。
・下水道ストック

「

マネジメント事業は、

み

ストックマネジメント

ん

実施方針
に基づき、下

な

水道施設の点検・　調

が

査を行い、下水道施設

安

の健全度合を
把握し、

全

施設の維持管理・改築

に

・修繕に向けて、従前

く

の事後対応型から
予防

ら

保全型への転換を進め

せ

ました。
　

３．課の目

る

標を達成する上での課

ま

題と対応（人員の配置

ち

、組織のあり方など）

づ

　下水道施設の安定的

く

かつ継続的な維持管理

り

を図るには、ストック

」

マネジメント計画の的

を

確な推進が求められる

進

こと
から、施設の維持

め

管理業務を、従前の事

て

後対応型から予防保全

い

型に転換させるために

き

、管渠やポンプ場等の

ま

運用・活
用における技

す

術力を着実に蓄積、継

。

承していくための人材

　

の確保と育成が重要と

都

なる。また、2020

市

年度からは、地方
公営

基

企業として、事業に一

盤

層の経済性を発揮し、

整

経営基盤の強化と財政

備

マネジメント向上に、

事

より的確に取り組むた

業

めの人材育成も併せて

と

行い、持続可能な組織

し

体制を構築していくこ

て

とが必要である。

４．

、

原因分析・改善策

（課

快

長） （部長）
・下水道

適

事業が地方公営企業と

な

して持続可能な組織体

生

制を構築していくには

活

、経営面では公営企 ・

環

下水道事業が地方公営

境

企業としてスタートし

を

たことに伴い、企業と

保

しての経済性や効率性

持

を一
業会計に基づく財

し

務諸表等の作成を通じ

、

て、経営基盤強化と財

河

政マネジメント向上を

川

図る必要が 層発揮して

や

いくためには、企業職

沼

員としての知識やスキ

の

ルを高めることが重要

水

であり、このため
ある

質

。また、技術面では施

　

設の拡張整備の他、老

「

朽化施設の維持管理を

防

事後対応型から予防保

災

全 の人材を育成する環

・

境や配属期間には、十

防

分留意して進める必要

犯

がある。また、下水道

・

ストック
型に転換する

危

ためのストックマネジ

機

メント計画を的確に推

管

進するために、管渠や

理

ポンプ場等の運 マネジ

の

メントを効果的に推進

充

していくには、官民連

実

携手法の採用も検討し

」

、所定の施設水準を確

で

用や活用における技術

は

力を着実に蓄積、継承

、

していくこと等も求め

計

られる。このため、両

画

面から 保するための、

的

新たな業務手法につい

に

ても調査・研究する必

雨

要がある。
下水道事業

水

の特徴を踏まえた上で

排

、事業運営を支える人

水

材の育成を体系的に実

施

践することや、適
切な

設

人員配置と体制が担保

の

されることに留意して

整

いく必要がある。

５．

備

課の目標を達成するた

・

めに取り組む事務事業

改

事務事業名（個別事業

修

） 重プ 施策 指標 単位 現

を

況値 目標値 実績値 達成

進

率(％) 評価該当 コー

め

ド

1 社会資本総合整備

る

計画の推進 重無 622

と

01 公共下水道管渠布

と

設延長 m 367 367

も

367 100 現状

2 水

に

洗化の普及促進 重無 6

、

2202 利子補給件数

雨

件 0 2 0 0 現状

3 下水

水

道排水設備指定工事店

流

申請業務 重無 6220

出

2 指定工事店の指定期

抑

間満了による更新（申

制

請）と新規の申請。 件

施

42 32 42 131.

設

25 現状

4 健全経営を

改

優先した下水道計画の

善

確立 重無 62202 下

の

水道処理人口普及率：

た

我孫子市内でどれぐら

め

いの割合の人が下 ％ 8

公

4.6 84 84.6 1

共

00.71 現状

5 開発

下

行為協議・区域外流入

水

協議 重無 62202 開

道

発行為事前協議回答と

整

区域外流入許可の平均

備

件数 件 15 5 15 33

を

.33 現状

6 排水設備

進

の審査及び竣工検査 重

め

無 62201 排水設備

、

新設等確認申請書審査

下

件数 件 477 530 4

水

77 90 現状

7 汚水中

道

継ポンプ場維持管理 重

普

無 62201 ポンプ施

及

設の維持管理を適切に

の

行い、トラブル等で稼

向

働停止を未 日 245 2

上

45 245 100 現状

に

8 汚水管渠維持管理事

努

業 重無 62201 下水

め

道施設の市管理部分の

ま

苦情対応率（苦情解決

し

件数/苦情件数 ％ 10

た

0 100 100 100

。

現状

9 下水道事業受益

の

者負担金の賦課徴収 重

整

無 62202 下水道事

備

業受益者負担金の過年

促

度滞納繰越額及び現年

進

度賦課額に % 94 94

に

94 100 現状

10 下

取

水道使用料の賦課徴収

り

業務 重無 62202 下

組

水道使用料の過年度滞

み

納繰越額及び及び現年

ま

度調定額に対する % 9

す

7 97 97 100 現状

。「安全な生活環境づくり」では、都市施設のバリアフリー化を推進するため、駅施設や 　公共下水道整備は、湖北駅北口地区、下ヶ戸西側地区及び布佐駅東側
道路等のバリアフリー化を進めます。都市基盤整備事業として、令和２年度は次の事業に取り組みます。 地区において下水道管工事を行い、さらに久寺家幹線整備の実施設計を
・道路ストックの点検を行い、その結果に基づき修繕を進めるとともに、安全で快適に通行できる道路機能を確保す 行いました。
  るため、舗装や排水施設等の適切な維持管理を行います。 　また、下水道総合地震対策計画に基づき、重要な幹線等のマンホール
・街路灯について、各自治会のＬＥＤ灯への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化を進め、完了を目指すととも 浮上防止工事を行い、高野山小学校に災害用マンホールトイレの設置工
  に、令和元年度までにＬＥＤ化が完了した自治会が管理する街路灯については、管理移管を希望する場合は、市で 事を行いました。
  管理を行っていきます。 　令和２年度からは、地方公営企業法の財務規定等の適用により、公営
・バリアフリー化・拡幅等により、安全で安心して通行できる道路の整備を進めていきます。 企業会計方式を導入することで、事



業

寺家汚水中継ポンプ場

務

の圧送管閉塞事業 重無

に

62201 圧送管閉塞

よ

事業（協議・設計・閉

る

塞）の進捗率 % 10 1

経

0 10 100 現状

営分

26 下水道事業経営

析

戦略策定事業 重無 62

重

202 下水道事業の経

無

費回収率 ％ 89.5 8

6

9 89.5 100.5

2

6 現状

2

27 久寺

0

家１・２丁目地区不明

2

水対策事業（Ｎｏ５流

下

域） 重無 62201 不

水

明水対策事業（設計・

道

補修）の進捗率 ％ 20

事

20 20 100 現状

業の

28 新木野４丁目

汚

地区不明水対策事業 重

水

無 62201 （送煙調

処

査業務の実施） ％ 0 0

理

0 0 結合

費

29 久

に

寺家１・２丁目地区の

対

整備 重無 62201 下

す

水道実施設計業務委託

る

の進捗率 ％ 100 10

使

0 100 100 現状

用料

30 流域関連公共

回

下水道不明水対策事業

収

（第Ⅰ期） 重無 622

率

01 不明水対策送煙調

%

査業務委託の進捗率 ％

8

20 20 20 100 結

9

合

.

31 柏市共用

5

管の建設事業 重無 62

8

201 共用管工事の進

9

捗率 ％ 0 100 0 0 現

8

状

9.5 100.56 現状

12 公共下水道事業供用

５

開始 重無 62202 公

．

示回数 回 1 1 0 0 現状

課の

13 流域下水道

目

建設負担金の調整協議

標

重無 62202 千葉県

を

との建設負担金につい

達

ての協議回数 回 1 1 1

成

100 現状

す

14

る

総合地震対策事業（第

た

Ⅲ期） 重無 62201

め

マンホール浮上防止工

に

事、マンホールトイレ

取

設置工事の進捗率 ％ 4

り

0 40 40 100 現状

組む

15 湖北駅北口

事

西側地区の整備 重無 6

務

2201 公共下水道管

事

渠布設延長 ｍ 122 1

業

18 122 103.3

事

9 現状

務

16 流域

事

下水道維持管理負担金

業

の調整協議 重無 622

名

02 千葉県との維持管

（

理負担金についての協

個

議回数 回 1 1 1 100

別

現状

事

17 消費税

業

及び地方消費税の申告

）

・納税 重無 62202

重

適正な納税をするため

施

の、確定申告を行う回

施

数。 回 1 1 1 100 現

策

状

指

18 下ヶ戸西

標

側地区の整備 重無 62

単

201 公共下水道管渠

位

布設延長 ｍ 213 21

現

7 213 98.16 現

況

状

値

19 青山地区

目

の流域下水道への接続

標

事業 重無 62201 圧

値

送管閉塞工事の進捗率

実

％ 20 20 20 100

績

現状

値

20 布佐駅

達

東側地区の整備 重無 6

成

2201 公共下水道管

率

渠布設延長 ｍ 160 1

(

61 160 99.38

％

現状

)

21 湖北駅

評

北口東側地区の整備 重

価

無 62201 公共下水

該

道管渠布設延長 ｍ 39

当

39 39 100 現状

コー

22 高野山地区の

ド

整備 重無 62201 関係機関との調整協議、現地調査の進捗率 ％ 100 100 100 100 現状

23 下ヶ戸北側地区の整備 重無 62201 関係機関との調整協議、現地調査の進捗率 % 100 100 100 100 現状

24 下水道ストッ

1

クマネジメント事業 重

1

無 62201 ストック

予

マネジメント点検・調

算

査業務委託の進捗率 %

・

100 100 100 1

決

00 現状

算

25 久



レベーター等の工事に支援を行います。
・あびバス２ルートで新車両を導入し、引き続き、現行ルートを確保しながら、持続した公共交通となるよう取り組
  んでいきます。
・地域公共交通協議会では、（仮称）シャトルバスなどの新たな公共交通を検討するとともに、運転免許証自主返納
　者優遇制度の拡充を検討します。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・老朽化が進む市管理の駅施設については、包括管理受託者が作成した修繕計画に基づき、長寿命化を図ります。
・幹線道路網の整備では、手賀沼公園・久寺家線の整備を早期供用に向けて積極的に進めるとともに、下ヶ戸・中里 重点プロジェクト３「みんなが安全にくらせるまちづくり」を進めるた
  線外１線の用地取得を引き続き進めます。 め、水害常襲地区を重点的に雨水排水施設の整備・改修を進めたほか、
・下新木踏切道の改良では、残りの用地取得を進めるとともに、ＪＲ東日本と踏切拡幅工事を進めます。 都市施設（駅施設や道路等）のバリアフリー化に取り組みました。
・公共下水道事業は、令和２年度より、地方公営企業法の財務規定等を適用し、公営企業会計に移行することで、経 主な都市基盤整備事業では、道路機能の保全と適切な維持管理、街路灯
  営基盤の

様

強化と財政マネジメン

式

トの向上に、より的確

第

に取り組みます。 のＬ

１

ＥＤ化を進めました。

号

駅施設では我孫子駅構

部

内エレベーター等の工

の

・下水道ストックマネ

運

ジメント事業は、スト

営

ックマネジメント計画

方

における実施方針に基

針

づき、下水道施設の点

・

検・ 事、老朽化施設の

課

長寿命化を進めました

の

。幹線道路網整備は、

目

手賀沼公
  調査を行

標

います。 園・久寺家線

設

や下ヶ戸・中里線外１

定

線の整備を進めました

書

。公共下水道
・下水道

(

の整備は、久寺家１・

令

２丁目地区我孫子第６

和

－１幹線の整備に着手

 

するとともに、引き続

2

き、湖北駅北口地 事業

年

は地方公営企業として

度

スタートし、一層の経

)

営基盤強化に取り組み

部

  区及び下ヶ戸西側

コ

地区、布佐駅東口の整

ー

備を進め、下水道の普

ド

及に努めます。 ました

0

。下水道整備は、久寺

6

家１・２丁目地区我孫

部

子第６－１幹線、湖
・

　

下水道総合地震対策事

名

業は、マンホールトイ

建

レや重要な幹線等のマ

設

ンホール浮上防止の工

部

事を実施しま 北駅北口

部

地区、下ヶ戸西側地区

長

、布佐駅東口の整備の

名

他、マンホールト
  

南

す。 イレやマンホール

川

浮上防止工事を実施し

　

ました。下水道ストッ

秀

クマネジ
・水害に強い

一

まちづくりの一環とし

１

て、水害常襲地区の整

．

備を重点的に進めます

部

。布佐排水区・柴崎排

の

水区では雨水 メントで

運

は実施方針に基づく点

営

検・調査を行い、本格

方

的な予防保全を進
  

針

幹線の整備、若松地区

(

ではバイパス管の整備

予

を行います。また、市

算

内の各地区では、地域

編

特性や水害の発生状況

成

に めました。以上、重

・

点プロジェクト３「み

実

んなが安全にくらせる

施

まちづ
  応じて、応

計

急的な水害対策工事を

画

行います。 くり」を推

策

進し、「良好な住環境

定

を支える生活基盤の整

方

備」「総合的な
・既設

針

のポンプ施設や排水施

な

設等の定期的点検を行

ど

うとともに、計画的に

を

改修するなど適切な維

踏

持管理に努めます。 交

ま

通環境の整備」の実現

え

に向けて効果的な事業

て

を進めました。

課コー

、

ド 04 課　名 治水課 課

基

長名 杉山　直史

２．課

本

の目標（部の運営方針

計

を受けて課の取組方針

画

を記入） 部の運営方針

の

に対する課の目標への

分

取組結果

◯第三次基本

野

計画の重点プロジェク

別

ト３「みんなが安全に

計

くらせるまちづくり」

画

の「防災・防犯・危機

や

管理の充実」 　水害に

重

強いまちづくりの一環

点

として、水害常襲地区

ﾌ

の整備を重点的に
  

ﾟ

を実現するため、計画

ﾛ

的に雨水排水施設の整

ｼ

備・改修をするととも

ﾞ

に、雨水流出抑制施設

ｪ

の普及促進を図ります

ｸ

。 進めました。
　水害

ﾄ

に強いまちづくりの一

、

環として、水害常襲地

所

区を重点的に次のとお

管

り事業を進めます。 　

に

布佐排水区では雨水幹

係

線の整備、若松地区で

る

はバイパス管の整備、

部

柴
　・布佐排水区の整

の

備は、雨水幹線の整備

運

工事を行います。 崎排

営

水区では雨水幹線の整

方

備、天王台６丁目地区

針

では雨水幹線整備後の

に

　・若松第１～第５排

対

水区の整備は、バイパ

す

ス管の布設工事を行い

る

ます。 舗装復旧工事を

課

行いました。併せて、

の

緊急浸水対策事業とし

目

て短期的な
　・柴崎幹

標

線整備事業（柴崎排水

へ

区）は、雨水幹線整備

の

工事を行います。 浸水

取

対策工事を進めるとと

組

もに、ポンプ場や排水

結

施設の維持管理に努め

果

　・雨水排水施設台帳

　

の整備は、雨水排水施

　

設台帳の作成及び台帳

分

システムのデータ調整

野

を行います。 ました。

別

　・緊急浸水対策工事

基

は、市内の各地区で水

本

害の発生状況に応じて

計

、応急的な水害軽減対

画

策工事を行います。 　

の

また、ソフト対策とし

目

て雨水流出抑制施設の

標

推進や雨水貯留タンク

を

設
　・調整池や水路等

考

の維持管理は、土砂撤

慮

去・草刈等を行い機能

し

確保に努めるとともに

て

既設のポンプ施設や排

、

水施設 置の支援を行う

部

ことで浸水被害の軽減

の

に努めました。
　　等

目

を計画的に改修します

標

。
　・金谷排水機場に

を

おいては、長寿命化計

達

画を策定し、施設の長

成

寿命化を図ります。
　

す

・雨水流出抑制施設の

る

促進は、開発等の雨水

た

抑制指導や雨水貯留タ

め

ンク設置の支援などを

の

行います。

３．課の目

方

標を達成する上での課

針

題と対応（人員の配置

を

、組織のあり方など）

記

　布佐排水区や柴崎排

入

水区の整備では国道や

)

県道に係る協議・調整

●

が必要であること、主

第

な水害常襲地区の整備

三

では
工事に着手するな

次

ど事業量が多いことか

基

ら、現状の人員を維持

本

する必要がある。
　緊

計

急浸水対策事業は、主

画

に道路排水施設の排水

の

性の向上を図るもので

重

あることから、道路課

点

と連携して進める必要

プ

がある。

４．原因分析

ロ

・改善策

（課長） （部

ジ

長）
　部の目標を達成

ェ

するために、有効な事

ク

業を行うことができた

ト

と考える。 　部の目標

３

を達成するため、各地

「

区で有効な事業ができ

み

たと考える。
特に天王

ん

台６丁目地区は、これ

な

までの取組を重ね工事

が

がすべて完了した。引

安

き続き取り組む布佐 　

全

特に、浸水対策事業は

に

多額の事業費を要する

く

ことから、引き続き交

ら

付金事業として実施し

せ

てい
排水区、若松地区

る

、柴崎排水区について

ま

も浸水被害を軽減する

ち

ために着実に進めてい

づ

く。浸水対 く必要があ

く

る。
策事業は、多額に

り

事業費を要することか

」

ら、交付金事業とし国

を

庫補助金などの財源確

進

保に努め、
進める必要

め

がある。

５．課の目標

て

を達成するために取り

い

組む事務事業

事務事業

き

名（個別事業） 重プ 施

ま

策 指標 単位 現況値 目標

す

値 実績値 達成率(％)

。

評価該当 コード

1 布佐

　

排水区の整備 重無 62

水

401 雨水管整備工事

害

の進捗率（施工済延長

に

／施工予定延長(約1

強

900m) % 4 5 4 8

い

0 現状

2 根戸排水区の

ま

整備 重無 62401 暫

ち

定調整池の維持管理 箇

づ

所 1 1 1 100 現状

3

く

若松第１～第５排水区

り

の整備 重無 62401

の

雨水管布設工事の進捗

一

率（施工済延長／施工

環

予定延長1390m）

と

% 68 75 70 93.

し

33 現状

4 開発等への

て

雨水流出抑制指導 重無

、

62402 排水放流申

水

請の回答率。 % 0 10

害

0 100 100 現状

5

常

雨水貯留タンクの設置

襲

補助 重無 62402 雨

地

水貯留タンクの累積設

区

置基数 基 621 626

の

621 99.2 現状

6

整

市内ポンプ施設の点検

備

重無 62401 ﾎﾟﾝ

を

ﾌﾟ施設(２２箇所)

重

点検回数。 回 0 192

点

192 100 現状

7 排

的

水施設堆積物撤去業務

に

重無 62401 調整池

　

、排水路、管渠等の堆

「

積物撤去工事箇所数 箇

防

所 21 21 21 100

災

現状

8 排水施設の草刈

・

業務 重無 62401 草

防

刈面積 ha 17.8 1

犯

8 17.8 98.89

・

現状

9 河川愛護事業（

危

利根川河川清掃） 重１

機

11301 河川敷清掃

管

参加人数 人 0 100 0

理

0 現状

10 法定外公共

の

物(水路)の管理 重無

充

62401 占用料の徴

実

収率 % 0 100 100

」

100 現状

では、計画的に雨水排水施設の整備・改修を進めるとともに、雨水流出抑制施設 進めました。
の整備促進に取り組みます。「安全な生活環境づくり」では、都市施設のバリアフリー化を推進するため、駅施設や 　布佐排水区では雨水幹線の整備、若松地区ではバイパス管の整備、柴
道路等のバリアフリー化を進めます。都市基盤整備事業として、令和２年度は次の事業に取り組みます。 崎排水区では雨水幹線の整備、天王台６丁目地区では雨水幹線整備後の
・道路ストックの点検を行い、その結果に基づき修繕を進めるとともに、安全で快適に通行できる道路機能を確保す 舗装復旧工事を行いました。併せて、緊急浸水対策事業として短期的な
  るため、舗装や排水施設等の適切な維持管理を行います。 浸水対策工事を進めるとともに、ポンプ場や排水施設の維持管理に努め
・街路灯について、各自治会のＬＥＤ灯への推奨の啓発を図り、より一層のＬＥＤ化を進め、完了を目指すととも ました。
  に、令和元年度までにＬＥＤ化が完了した自治会が管理する街路灯については、管理移管を希望する場合は、市で 　また、ソフト対策として雨水流出抑制施設の推進や雨水貯留タンク設
  管理を行っていきます。 置の支援を行うことで浸水被害の軽減に努めました。
・バリアフリー化・拡幅等により、安全で安心して通行できる道路の整備を進めていきます。
・令和２年度にＪＲ東日本が着手する予定の我孫子駅構内エ



界の確定業務 重無 62401 境界確定率（境界確定件数／申請件数） % 100 100 100 100 現状

12 排水施設維持補修工事 重無 62401 維持

５

補修工事の箇所数。 箇

．

所 38 38 38 100

課

現状

の

13 金谷排

目

水機場ポンプの点検 重

標

無 62401 排水機場

を

のﾎﾟﾝﾌﾟ施設点検

達

の進捗率。 ％ 78 10

成

0 78 78 現状

する

14 緊急浸水対策事業

た

重無 62401 緊急浸

め

水対策箇所数 箇所 0 5

に

5 100 現状

取

1

り

5 河川防災の強化に向

組

けた取組み 重３ 701

む

04 河川合同巡視の参

事

加率 % 100 100 1

務

00 100 現状

事業

16 天王台地区の整備

事

(天王台6丁目地区浸

務

水対策事業） 重無 62

事

401 雨水幹線整備後

業

の復旧工事の進捗率 ％

名

90 100 100 10

（

0 現状

個

17 雨水

別

浸透施設の普及促進 重

事

無 62402 雨水浸透

業

施設設置届出件数／建

）

築物の新築件数。 ％ 4

重

.3 100 4.3 4.

施

3 現状

施

18 柴崎

策

排水区の整備（柴崎幹

指

線整備事業） 重無 62

標

401 雨水幹線整備工

単

事の進捗率（施工済延

位

長／施工予定延長(約

現

1180m % 2 5 5 1

況

00 現状

値

19 雨

目

水排水施設台帳の整備

標

重無 62401 雨水排

値

水施設台帳の作成の進

実

捗率 ％ 16 100 16

績

16 現状

値

20 下

達

水道ストックマネジメ

成

ント事業（雨水） 重無

率

62401 雨水幹線の

(

点検調査業務委託の進

％

捗率 ％ 100 100 1

)

00 100 現状

評価該当 コード

11 管理用地境


